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【
1
】
国
内
外
の
動
向

　

欧
米
で
技
術
と
し
て
の
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
を
用
い
て
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
・
提
供
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
（
Ｖ
Ｂ
）
が
台
頭
し
て
い
る

（
以
降
で
は
「
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ　

Ｖ
Ｂ
」
と
呼
ぶ
）。
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ　

Ｖ
Ｂ
は
銀
行
よ
り
も
迅
速

に
中
小
企
業
に
対
し
て
融
資
を
行

っ
て
お
り
、
与
信
審
査
の
ツ
ー
ル

と
し
て
企
業
あ
る
い
は
そ
の
経
営

者
の
情
報
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

問
題
を
解
く
手
順
）
を
使
用
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

日
本
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業

が
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、
米
国
と
類
似

し
た
動
き
を
始
め
て
い
る
。
例
え

ば
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
は
自
社
の
市

場
に
参
加
し
て
い
る
法
人
販
売
事

業
者
を
対
象
と
し
て
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ

ｏ
ｎ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
商

品
仕
入
の
た
め
の
短
期
運
転
資
金

の
融
資
（
最
高
金
額
5
千
万
円
）

を
行
っ
て
い
る
。
同
社
の
市
場
を

利
用
す
る
販
売
事
業
者
に
よ
る
大

量
の
取
引
情
報
が
「
商
流
」
の
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て

い
る
。
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
は
、
こ
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
販
売

事
業
者
に
対
す
る
融
資
限
度
額
と

貸
出
金
利
を
自
動
的
に
算
出
し
て
、

ネ
ッ
ト
経
由
で
セ
ー
ル
ス
し
て
い

る
。
事
実
上
セ
ー
ル
ス
時
に
与
信

審
査
は
完
了
し
て
い
る
た
め
、
販

売
事
業
者
か
ら
の
申
し
込
み
に
対

し
て
決
算
書
を
分
析
せ
ず
に
迅
速

に
融
資
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
初
回
申
し
込
み
は
最
短
５
営
業

日
、
2
回
目
以
降
は
最
短
3
営
業

日
で
融
資
）。
な
お
、
販
売
事
業

者
が
仕
入
れ
た
商
品
在
庫
や
販
売

代
金
は
実
質
的
に
は
担
保
と
し
て

機
能
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
2
】
Ａ
Ｉ
が
銀
行
業
務
に
及
ぼ

す
影
響

　

Ａ
Ｉ
の
研
究
者
の
見
解
に
よ
る

と
、
銀
行
業
務
と
中
小
企
業
金
融

藤野　洋

AI（人工知能）による中小・中堅企業
に対する与信審査の可能性

　近年、フィンテックの本命が人工知能（AI）の活用であるとの認識が広まりつつある。
そこで、本稿では、AIを活用した中小企業向けの融資の国内外の動向、AIが銀行に及ぼす
影響等をみたあと、AIによる与信審査のメカニズム、高度化の条件、限界等について述べ
る（注1）。
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に
Ａ
Ｉ
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

・
銀
行
業
務
は
相
当
部
分
が
Ａ
Ｉ

に
代
替
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

特
に
、
与
信
審
査
の
本
質
は
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
い
た
デ
ー

タ
の
最
適
化
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
の

得
意
分
野
で
あ
る
。

・
Ａ
Ｉ
に
よ
る
審
査
の
精
度
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
利
用
可

能
な
デ
ー
タ
を
従
来
以
上
に
大

量
に
収
集
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
が
可
能
に
な
れ
ば
、

Ａ
Ｉ
は
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
分

類
・
最
適
化
し
て
貸
出
金
額
、

金
利
、
必
要
な
担
保
の
金
額
を

よ
り
精
緻
に
計
算
で
き
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。

・
日
本
で
は
、
銀
行
を
含
む
大
企

業
が
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
不
可
避

で
あ
り
、
定
型
的
な
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
と
し
て
処
理
可
能
な
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
業
務
が
機
械
化

さ
れ
、
大
量
の
雇
用
が
失
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

そ
の
雇
用
の
吸
収
先
と
し
て
増

加
す
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む

個
人
自
営
の
企
業
や
マ
イ
ク
ロ

規
模
の
中
小
企
業
が
資
金
調
達

を
必
要
と
す
る
。

・
た
だ
、
Ａ
Ｉ
の
認
識
力
に
は
限

界
が
あ
り
デ
ー
タ
の
「
意
味
」

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
個
人
自
営
の
企
業

や
中
小
企
業
（
特
に
、
創
業
段

階
で
は
ス
キ
ル
不
足
の
た
め
経

営
が
不
安
定
）
に
対
す
る
「
事

業
支
援
」
等
、「
意
味
」
の
理

解
が
必
要
な
仕
事
は
今
後
も
人

間
が
担
う
だ
ろ
う
。

【
3
】
Ａ
Ｉ
に
よ
る
与
信
審
査
（
Ａ

Ｉ
審
査
）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
中
小
企
業
向
け

融
資
の
審
査
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
簡

略
化
し
て
述
べ
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

　

生
存
企
業
群
と
倒
産
企
業
群
の

デ
ー
タ
（
決
算
情
報
な
ど
）
を
大

量
に
集
め
て
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
大

量
の
変
数
を
計
算
す
る
。
そ
の
結

果
を
基
に
前
者
と
後
者
で
異
な
る

特
徴
を
発
見
し
、
倒
産
確
率
が
高

い
企
業
群
と
低
い
企
業
群
を
識
別

し
（
図
表
1
左
①
）、
個
々
の
企

業
が
倒
産
す
る
確
率
を
計
算
す
る
。

そ
し
て
、
収
益
を
最
大
化
す
る
の

に
最
適
な
貸
出
金
利
や
担
保
の
金

額
等
を
出
力
す
る
よ
う
に
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
（
以
下
で
は
、
こ
の

与
信
判
断
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
Ａ
Ｉ

審
査
」
と
呼
ぶ
）（
注
2
）。

　

た
だ
、
恣
意
的
な
経
理
処
理
を

行
っ
て
い
る
企
業
が
少
な
く
な
い

な
ど
、
全
般
的
に
み
る
と
中
小
企

業
の
会
計
の
質
は
高
く
な
い
。
実

際
に
は
、
会
計
の
質
の
低
さ
が
統

計
的
な
「
ノ
イ
ズ
」
と
な
る
た
め
、

倒
産
確
率
が
高
い
企
業
群
と
低
い

企
業
群
を
Ａ
Ｉ
で
完
全
に
識
別
す

る
こ
と
は
困
難
と
み
ら
れ
、
与
信

審
査
の
全
て
を
Ａ
Ｉ
に
委
ね
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
図
表
1
右
②
）。
し
か
し
、
倒
産

の
可
能
性
に
つ
い
て
の
警
告
と
、

倒
産
時
に
銀
行
が
被
る
損
失
の
見

①　識別が容易なケース ②　識別が困難なケース
図表１　倒産企業と生存企業の統計的識別（概念図）

（注）森平爽一郎「信用リクスの計測と制御」計測と制御39巻7号441頁（2000）を参考にして筆者作成。
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込
み
を
カ
バ
ー
す
る
担
保
の
金
額

の
計
算
を
Ａ
Ｉ
に
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
与

信
審
査
の
大
幅
な
省
力
化
が
可
能

に
な
る
が
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
デ
ー
タ
が
増

加
す
る
ほ
ど
発
展
し
精
度
が
向
上

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ

を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
が
問
題

に
な
る
。

【
4
】
Ａ
Ｉ
審
査
の
高
度
化
に
求

め
ら
れ
る
「
商
流
」
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ

　

金
融
当
局
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の

関
係
者
に
よ
る
と
、
融
資
の
審
査

を
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
せ
る
た
め
に
は
、

「
商
流
」
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
自

動
的
に
読
み
取
り
決
算
書
の
デ
ー

タ
と
組
み
合
わ
せ
て
審
査
を
高
度

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
銀
行
も
現
れ
て
い
る
模

様
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
活
用

の
課
題
と
し
て
、
①
デ
ー
タ
を
収

益
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
、
②
デ
ー
タ
の
収
集
コ
ス
ト
が

十
分
に
低
い
こ
と
、
③
審
査
等
に

お
い
て
真
に
分
析
す
る
価
値
の
あ

る
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
等
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
ク
リ
ア
で

き
る
「
商
流
」
デ
ー
タ
の
情
報
源

と
し
て
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
注
3
）
が

考
え
ら
れ
る
。
企
業
間
の
国
内
送

金
指
図
で
使
用
す
る
電
文
方
式
を

大
量
の
情
報
を
添
付
で
き
る
Ｘ
Ｍ

Ｌ
電
文
に
移
行
す
る
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
全
国
銀

行
協
会
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ

が
実
現
す
れ
ば
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に

は
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
に
値
す
る
量

の
「
商
流
」
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
（
注
4
）。

　

ま
た
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
に
添
付
さ

れ
る
「
商
流
」
情
報
は
現
実
の
商

取
引
が
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
上
で
決
済
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ

と
か
ら
、「
ノ
イ
ズ
」（
注
5
）
が

含
ま
れ
ず
情
報
と
し
て
の
質
が
高

い
。
さ
ら
に
、
初
期
段
階
で
は
Ｘ

Ｍ
Ｌ
電
文
を
利
用
す
る
企
業
や
業

種
が
限
ら
れ
る
と
し
て
も
、
利
用

企
業
の
増
加
に
伴
い
デ
ー
タ
数
が

急
増
し
収
集
コ
ス
ト
の
急
低
下
が

見
込
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
金
融
Ｅ

Ｄ
Ｉ
は
、
財
務
デ
ー
タ
と
商
流
デ

ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
Ａ
Ｉ
審
査

の
基
盤
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
審
査
を
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
織
り
込
む
か
が
、
銀

行
の
経
営
戦
略
上
の
検
討
課
題
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
5
】
Ａ
Ｉ
審
査
の
限
界

　

欧
米
で
Ａ
Ｉ
審
査
を
利
用
し
て

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ　

Ｖ
Ｂ
が
無
担

保
で
融
資
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
の
規
模
は
今
の
と
こ
ろ
比
較
的

小
さ
く
、
融
資
金
額
も
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
。
こ
れ
は
、
均
質
・

多
数
の
サ
ン
プ
ル
企
業
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析
し
、
統
計

的
に
貸
倒
損
失
の
見
込
み
金
額
を

計
算
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
サ
ン

プ
ル
が
「
均
質
・
多
数
」
で
統
計

的
な
ば
ら
つ
き
が
小
さ
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、「
中
堅
・
中
小

企
業
」
の
範
疇
で
そ
の
よ
う
な
均

質
・
多
数
の
存
在
は
、
個
人
企
業

を
含
む
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
か
ら
規

模
の
大
き
く
な
い
中
小
企
業
に
限

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
中
小
企
業
の
上

位
層
、
あ
る
い
は
中
堅
企
業
の
数

は
、
現
在
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解

析
技
術
で
精
度
の
高
い
分
析
が
で

き
る
ほ
ど
に
は
多
く
な
い
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
欧
米
の
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ　

Ｖ
Ｂ
が
Ａ
Ｉ
審
査
で
融

資
を
行
う
企
業
の
規
模
と
融
資
の

金
額
に
は
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

現
時
点
で
は
、
中
小
企
業
の
上
位

層
や
中
堅
企
業
に
対
す
る
融
資
、

特
に
社
運
を
賭
け
る
よ
う
な
大
型

の
設
備
資
金
や
海
外
進
出
資
金
に

つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
審
査
で
発
せ
ら

れ
る
倒
産
の
警
告
の
精
度
に
は
限

界
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

Ａ
Ｉ
審
査
が
困
難
な
も
う
一
つ

の
分
野
と
し
て
、
Ｖ
Ｂ
へ
の
資
金

供
給
が
あ
る
。
Ｖ
Ｂ
は
イ
ノ
ベ
ー
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シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
と
急
成
長

で
き
な
い
が
、
成
功
の
確
率
は
低

く
破
綻
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ

の
た
め
、
十
分
な
量
の
デ
ー
タ
を

収
集
で
き
ず
Ａ
Ｉ
で
の
統
計
的
な

審
査
に
は
適
さ
な
い
。
従
っ
て
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
の

審
査
に
基
づ
く
エ
ク
イ
テ
ィ
中
心

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

が
続
く
可
能
性
が

高
い
。

【
6
】
債
権
保
全

措
置
の
効
率
化

　

デ
ー
タ
量
の
不

足
な
ど
に
よ
り
Ａ

Ｉ
審
査
の
精
度
に

限
界
が
生
じ
る
場

合
に
は
、
不
動
産

担
保
を
初
め
と
す

る
債
権
保
全
措
置

の
検
討
が
必
要
と

な
ろ
う
。
現
在
、

銀
行
は
グ
ル
ー
プ

企
業
も
含
め
て
担

保
設
定
業
務
な
ど
に
多
く
の
人
員

を
投
入
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
そ

の
効
率
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

不
動
産
担
保
融
資
の
効
率
化
の

進
展
度
を
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
の
予
測

で
み
る
と
、
欧
米
で
は
不
動
産
担

保
融
資
（
モ
ー
ゲ
ー
ジ
貸
出
）
の

収
入
の
20
％
が
デ
ジ
タ
ル
・
バ
ン

キ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る

（
図
表
2
）。
つ
ま
り
、
不
動
産
担

保
融
資
の
２
割
が
ネ
ッ
ト
経
由
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
も
中
小
企
業
に
不
動

産
担
保
融
資
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
欧
米
で
は
日
本
よ
り
も

効
率
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
み

ら
れ
る
。

　

世
界
的
に
み
て
電
子
政
府
化
が

進
ん
で
い
る
エ
ス
ト
ニ
ア
に
は
所

有
権
、
地
上
権
、
抵
当
権
等
を
ネ

ッ
ト
経
由
で
登
記
す
る
こ
と
が
で

き
る
“
ｅ

-

Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
”
と
い
う
不
動
産
登
記

の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
ま
た
、
会

社
の
決
算
報
告
書
な
ど
財
務
状
況

全
般
を
検
索
で
き
る
“
ｅ

-

Ｂ
ｕ

ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
”
と
い
う
会
社
登
記
の
シ
ス

テ
ム
も
あ
る
。
担
保
と
な
る
不
動

産
の
利
用
状
況
等
の
実
地
調
査
に

は
人
手
を
か
け
る
必
要
性
が
残
る

と
し
て
も
、
日
本
で
も
エ
ス
ト
ニ

ア
と
類
似
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
担
保
設
定
登
記
を
す
る
こ
と

が
技
術
的
に
は
可
能
と
考
え
ら
れ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
不
動
産
担

保
融
資
を
現
状
よ
り
も
省
力
化
す

る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

Ａ
Ｂ
Ｌ
・
電
子
記
録
債
権
・
知
的

財
産
権
担
保
融
資
等
に
つ
い
て
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
効
率
化
や
政
策
的

な
後
押
し
に
よ
っ
て
、
普
及
を
促

進
す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

【
7
】
お
わ
り
に
︱
展
望

　

Ａ
Ｉ
審
査
が
可
能
な
分
野
は
次

第
に
拡
大
す
る
と
み
ら
れ
、
銀
行

は
審
査
可
能
な
企
業
群
に
そ
の
適

用
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ

う
。
た
だ
、
Ａ
Ｉ
審
査
に
馴
染
ま

な
い
タ
イ
プ
の
企
業
も
あ
り
、
例

え
ば
、
中
堅
企
業
の
大
型
設
備
資

金
や
海
外
進
出
資
金
の
与
信
審
査

で
は
銀
行
は
従
来
か
ら
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
せ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

Ａ
Ｉ
が
苦
手
と
す
る
経
営
支
援
を

個
人
自
営
の
企
業
等
へ
の
Ａ
Ｉ
審

査
に
よ
る
融
資
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
も
銀
行
の
強
み
に
な
る
だ
ろ

業務の種類 構成比（%）
貯蓄性預金・定期預金（Savings and term deposits）
中小企業（Small and to midsize enterprises）
投資（Investment）
消費者金融（Consumer finance）
当座預金（Current accouts）
保険・年金（Insurance and pensions）
モーゲージ貸出（Mortgages）

54
52
43
42
40
30
20

図表２　欧米のリテール銀行業務の収入に占めるデジタル・バ
ンキングの構成比（マッキンゼーによる2018年の予測）

（source）Henk Broeders & Somesh Khanna, Strategic choices for 
banks in the digital age（2015）

（note）・予測対象地域はスカンジナビア、英国、西欧、東欧、南欧、
米国

・モーゲージ貸出は主に実物資産（居住用・商業用不動産）
を担保とし、個人・企業を債務者とする貸付
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う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
・
バ
ン
キ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
技

術
の
結
合
」
の
き
め
細
か
い
推
進

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
る
債
権

保
全
措
置
の
効
率
化
が
、
銀
行
に

と
っ
て
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ　

Ｖ
Ｂ

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業
と
の
差
別
化

を
図
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
ろ

う
。

※

※　
　

※

（
注
1
）
本
稿
は
拙
稿
「
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
（
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
）
の
現
状
と

中
小
企
業
金
融
に
対
す
る
影
響
」
商

工
金
融
第
67
巻
第
6
号
37
頁

（
2
0
1
7
）
を
基
に
し
て
い
る
。

（
注
2
）
2
0
0
0
年
代
前
半
か
ら
中

盤
に
か
け
て
多
く
の
銀
行
が
決
算
書

類
を
基
に
行
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ス

コ
ア
リ
ン
グ
融
資
（
Ｃ
Ｓ
）
も
基
本

的
に
は
同
様
の
考
え
方
で
モ
デ
ル
が

構
築
さ
れ
た
が
、
デ
ー
タ
の
量
の
不

十
分
さ
と
質
の
低
さ
が
障
害
と
な
り

殆
ど
の
銀
行
が
撤
退
し
た
。
し
か
し
、

現
在
の
Ａ
Ｉ
で
は
、
計
算
能
力
・
速

度
の
向
上
と
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
発
展
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
量
の
変

数
の
選
択
・
分
析
、
モ
デ
ル
の
改
善

を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
Ｃ
Ｓ
の
障
害
と
指
摘
さ
れ

て
い
た
デ
ー
タ
の
問
題
は
克
服
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。

（
注
3
）E

lectronic D
ata Inter-

change

（
注
4
）
2
0
1
5
年
12
月
に
開
催
さ

れ
た
金
融
庁
「
決
済
業
務
等
の
高
度

化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」
の
第
6
回
会
合
に
お
い
て
、
み

ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の

ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
業
務
部
長
が
提

出
し
た
「
資
料
2
」
に
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ

電
文
の
「
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い
た
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
分
析
・
活
用
や
、
様
々
な

拡
張
機
能
を
実
装
・
提
供
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
5
）
例
え
ば
、
商
取
引
に
基
づ
か

な
い
融
通
手
形
は
、「
売
掛
債
権
の

存
在
」と
い
う
偽
の
商
流
情
報
を「
ノ

イ
ズ
」
と
し
て
発
す
る
。

�（
商
工
総
合
研
究
所　

主
任
研
究

員
）


